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世界の未来と日本の役割(P100～P107) 名前（        ） 

 

 

○世界にはどんな課題があるのでしょうか。 

 P100～P101 を読んで書き出してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)国際連合で働く人々はどのようなことをしているのか知ろう。 

 

 

 

 

 

・国際連合（国連）は、世界の平和と安全を守り、人々のくらしをよりよいものにする

ために（ １９４５ ）年に５１か国が参加して発足した 

→ 現在では、世界の約２００か国のうち、（ １９３ ）か国が加盟している。日本は

国連に（ １９５６ ）年に加盟。 

・国連には、（ ユニセフ ）やユネスコなど、目的に応じた機関がある。 

 

国連児童基金という国際連合の機関の１つ。戦争や（ 食料不足 ）による飢えな 

ど、厳しいくらしをしている地域の子どもたちを助ける目的でつくられた。日本も 

戦後すぐのころ、ユニセフから（ 給食の支援 ）を受けていた。ユニセフの活動 

は民間の（ 寄付金 ）に支えられている。 

 

めあて 世界のさまざまな課題を解決するために、日本は世界と協力して、どのような活動

をしているのか調べよう。 

国際連合って何？P102 のことばをまとめましょう。 

経済、社会、文化、環境、人権などの分野で、さまざまな機関が活動している。各機関の活動

は、国際加盟国からの分担金だけでなく、人々の募金によってまかなわれている。日本はアメ

リカと中国についで多くの分担金を出し、国連の活動を支えている。 

例 

・世界の各地で紛争が起こっている。・地球温暖化や環境問題がある。 

・紛争によって人々の命が犠牲になっている。・貧困の問題がある。 

・多くの人々が家を失くして苦しい生活をしている。      など 

紛争って何？P100 のことばをまとめましょう。 

政治的・経済的な理由や民族、宗教などの問題から、国家や勢力が対立して争っている状態を

いう。武力を用いることも多くある。 
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・国連の活動の中には、戦争や紛争の（ 予防や調停 ）、復興支援などの活動があ 

る。 

・日本は世界各地の（ 平和維持活動 ）に参加 

・世界には人類を絶滅させてしまう量の何倍もの（ 核兵器 ）があるといわれて 

いる。日本は、（ 原子爆弾 ）の被害を受けた世界のただ１つの国として 

（ 平和 ）の大切さと（ 軍備 ）の縮小をうったえている。 

 

(２)豊かさと環境保全を両立させるための世界や日本の取り組みを知ろう。 

 

 

 

」 

 

【持続可能な社会をめざして取り組んでいること】 

・地球は多くの環境問題をかかえている→地球温暖化・( 熱帯雨林の減少 )・砂漠化・ 

( 酸性雨 )・水や大気の汚れなど。 

・豊かな生活と( 環境 )とのバランスを考えながら( 持続可能な社会 )を実現するためには、

( 国連 )などの計画にもとづいた( 国際的な協力 )が必要。 

・2015 年に開かれた( 国連気候変動枠組 )条約を結んだ国々の会議では、( 地球温暖化 )の

対策について話し合いが行われた。 

⇒( 温室効果ガス )の削減目標が定められた。 

※日本もこうした国際的な取り組みに参加している。 

2015 年、( ニューヨーク )の国連本部で( 持続可能な開発サミット )が開かれ、持続可能な社

会を実現するために( 2030 )年までの行動計画が立てられた。 

その中心として示されたのが・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な社会って何？…P104 のことばをまとめましょう。 

未来にわたって、より多くの人々が豊かな生活を送るためには、よりよい環境を残していくこと

が重要である。開発を進めながら環境を守っていくための努力や協力が、世界中で求められて

いる。 

P105⑤を見てどのような目標があるのでしょうか。１７つの目標から３つ書き出そう。 

①  貧困をなくそう。 

②  人や国の不平等をなくそう。 

③  海の豊かさを守ろう。               など。 

持続可能な開発目標(SDGｓ) 
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（３）日本はどのような国際協力の活動をしているか知ろう。 

 

 

 

 

 

国際協力の分野で活躍する人々 

・ODA( 政府開発援助 )は、政府による( 国際協力 )の活動である。 

 →社会環境が十分に整備されていない国に対し、( 資金 )や( 技術 )を提供し

ている。 

・( 青年海外協力隊 )は、日本のODAの活動の一つである。 

 →( 教育 )や医療、( 農業 )などの分野で自分の知識や( 技術 )を生かした

いという意欲をもった人たちが、アジアや( アフリカ )、中・南アメリカなどの

( 発展途上 )の国や地域で活やくする。 

 

 

 

 

 

 

 

・NGO( 非政府組織 )は、国連や各国の政府から( 独立 )して活動している民間

の団体。 

→主に( 募金 )や寄付金、( ボランティア )の支えられている。 

・日本にも医療や環境など、( 専門性 )を生かした分野で活やくしている多くの団体

があり、世界各地でさまざまな( 国際協力 )の活動を行っている。 

⇒これからは( ODA )と( NGO )がそれぞれのよい点を生かして国際協力を進め

ていくことが期待されている。 

※Ｐ107 の NGO レポートを最後に読みましょう。 
 

 
ふり返り（紛争・国際連合・持続可能な社会・国際協力 などの言葉を使ってまとめてみよう。） 

国際協力って何？P106のことばをまとめましょう。 

十分な社会環境が整備されていない国に対し、産業や生活のための援助を日本などの先進国

とよばれる国が行っている。また、政府の活動とは別に、支援が必要と思われる国へ行き、現

地の助けとなる活動をする人々もいる。 

セネガルで活動した清水さんの話 

・わたしは、( 日本語教育 )で仕事をしていた。 

・学びたくても貧しくて学校に( 通えない )人たちがいることを知り、

学校以外の場でも( 無償 )で教えるようになった。 

・活動するときに大切なことは、( 必要とされる )場所を探すこと。 


